








要約 

低出生体重児においては体重の小さいものほど入院時体温が低く,一度低体温に陥入ると

体温上昇までに長い時間を要する。これらの児の予後の改善のためには,搬送方法の改善も

さることながら,出生直後からの分娩施設における適正な保温がとくに重要と考えられた。 


